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庁 舎

長
洲
町

民
憲
章

私
た
ち
は

豊

か
な
自
然
と
有
明
海
の
恵
み
に
感

謝
し

長
洲
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
郷
土
の
限
り
な
い

繁
栄
と
幸
福
を
願
っ
て

こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
自

然

を

大

切

に

し

美

し

い
町

を

つ

く

り

ま

す

。

一
、
す

こ
や

か

な

家

庭

を

築

き

い
き
い
き

し
た
町

を
つ
く

り

ま

す

。

一
、
教

育

を

重

ん

じ

心
豊

か
か

町

を

つ
く

り

ま
す

一
、
き

ま

り

を

守

り

明

る

い
町

を

つ

く

り
ま

す

。

一
、
勤

労

を

尊

び

栄

え

る

町

を

つ
く

り
ま

す

。

町 章



的 ば か い

金 魚



町 花
（キンギョソウ）

町 木
（クロガネモチ）

５０万トンタンカー



ヒイデン洲土器 ワニグチ（高濱八幡宮）

関 文 書（町文化財）

清正の宛状（正福寺）



眼 鏡 橋

遭 難 碑



海の中を行く人力車

古 城

的ばかいの的 明治の議事録



発

刊

の

こ

と

ば

長
洲
町
長

宮

田

靖

次

「
夕
陽
映
え
る
有
明
海
…
…
、
秀
峰
雲
仙
岳
…
…
、
緑
お
り
な
す
小
岱
山
…
…
！

」

こ
の
美
し

い
自
然
と
豊
か
な
風
土
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
私
た
ち
の
愛
す
る
郷
土

”
長
洲
町
”
は
、
本
年
、
合
併
三
十
周
年
を
迎

え
、
さ
ら
に
、
力
強
く
前
進
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
合
併
三
十
周
年
に
当

た
り
、
「
長
洲
町
史
」
が
め
で
た
く
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
皆
様
と

と
も
に
心
か
ら
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

変
貌
い
ち
じ
る
し

い
現
代
社
会
は
、
や
や
も
す
れ
ば
今
日
の
長
洲
町
の
基
礎
を
築
い
て
く
れ
た
私
た
ち
祖
先
の
偉
大
な
足
跡

を
、
お
ろ
そ
か
に
す
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
、
郷
土
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、
先
人
の
労
苦
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
き
方
を
考
え
る
う

え
に
お
い
て
も
、
極
め
て
大
き
な
指
針
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
郷
土
長
洲
町
に
は
、
豊
か
な
歴
史
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
貴
重
な
文
化
財
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。



こ
れ
ら
先
人
の
業
績
・
遺
産
を
大
切
に
保
存
・
保
護
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
町
民
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
長
洲
町
史
編
纂
事
業
は
、
当
時
の
町
長
中
逸
光
氏
の
発
案
に
よ
り
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
よ
り
発
足
し
、
以
来
約
十

五
年
の
歳
月
に
亘
り
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
、
ご
尽
力
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
書
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、
本
町
在
住
者
あ
る
い
は
、
本
町
に
縁
の
あ
る
方
々
に
よ
る
真
の
手
作
り
の
書
と
し
て
、
ま
た
次
代
を
担
う
若
者
に
も

親
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
配
慮
し
、
刊
行
し
た
町
史
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
町
史
が
、
広
く
愛
読
さ
れ
、
本
町
の
歴
史
と
文
化
を
少
し
で
も
見
直
す
手
が
か
り
と
な
り
、
私
た
ち
の
郷
土
長
洲
町
の

美
し
い
自
然
と
社
会
に
対
す
る
愛
情
を
、
な
お
一
層
深
め
る
機
縁
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

町
史
の
刊
行
に
際
し
、
本
務
ご
多
忙
の
中
を
献
身
的
、
精
力
的
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
委
員
、
執
筆
者
の
方
々
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
支
援
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
町
内
外
の
多
く
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
発
刊

の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。



ま
え

が
き

昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
に
九
州
井
上
ゴ
ム
化
学
Ｋ
Ｋ
が
旧
清
里
小
学
校
跡
に
誘
致
さ
れ
、
昭
和
四
〇
年
代
に
入
っ
て
か

ら
、
九
州
不
ニ
サ
ッ
シ
Ｋ
Ｋ
、
日
立
造
船
Ｋ
Ｋ
、
そ
の
他
関
連
企
業
が
次
々
に
誘
致
さ
れ
、
郷
土
長
洲
町
は
大
き
く
変
貌
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
過
去
を
ふ
り
返
り
、
郷
土
の
歴
史
を
探
求
し
て
、
私
た
ち
の
祖
先
が
残
し
た
足
跡
を
記
録
に
と
ど
め
、

長
洲
町
史
の
編
さ
ん
を
通
し
て
、
郷
土
愛
を
培
う
た
め
、
本
誌
の
編
さ
ん
に
着
手
し
ま
し
た
。

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
　一
二
月
に
長
洲
町
史
編
さ
ん
委
員
会
が
発
足
し
、
町
史
編
さ
ん
の
事
務
局
は
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
並
び
に
中
央
公
民
館
が
担
当
し
ま
し
た
。
編
さ
ん
委
員
会
は
、
年
に
数
回
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
町
長
の
交
替
に

よ
り
、
会
長
は
中
逸
光
町
長
か
ら
福
永
一
實
町
長
へ
、
そ
し
て
、
現
在
の
宮
田
靖
次
町
長
へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
編

さ
ん
委
員
も
役
職
の
異
動
に
よ
り
、
若
干
の
変
更
を
し
つ
つ
現
在
に
い
た
り
、
執
筆
者
も
当
初
よ
り
大
幅
な
変
更
を
し
て
、
次

の
人
々
が
執
筆
を
担
当
し
ま
し
た
。

序
　
章
　
　
　

中
島
　

巖
（
町
文
化
財
保
護
委
員
）

原
始
古
代
　
　

中
島
　

巖
（
　
〃
　
）

〃
　
　
　

故
林
田
　
賢

（
元
町
文
化
財
保
護
委
員
）

古
　
代
　
　
　

福
島
作
蔵
（
県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
）

中
　
世
　
　

福
島
作
蔵
（
　
〃
　
）



近
　
世
　
　
　

前
田
哲
之
助
（
腹
栄
中
校
長
）

近
代
現
代
　
　

林
田
幸
昌
（
町
教
育
委
員
）

神
社
寺
院
　
　

越
智
春
一
　（
町
文
化
財
保
護
委
員
）

民
　
俗
　
　
　

竹
本
　
繁
（
長
洲
中
教
諭
）

植
　
物
　
　
　

池
田
三
次
（
町
文
化
財
保
護
委
員
長
）

原
始
古
代
を
執
筆
さ
れ
た
林
田
賢
氏
と
、
塩
屋
眼
鏡
橋
や
古
庄
屋
敷
等
の
実
測
調
査
を
さ
れ
た
県
文
化
課
の
河
北
毅
氏
の
お

二
人
が
、
途
中
で
逝
去
さ
れ
た
の
は
、
誠
に
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

執
筆
を
担
当
し
た
人
た
ち
は
、
素
人
ば
か
り
で
、
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
暑
い
日
や
寒
い
日
の
現
地
調
査
、
思
う
よ
う
に
取

り
組
め
な
か
っ
た
地
域
の
悉
皆
調
査
、
古
文
書
の
解
読
等
、
た
い
へ
ん
な
ご
苦
労
を
か
け
ま
し
た
し
、
永
い
間
か
か
っ
て
研
究

さ
れ
た
資
料
等
も
、
お
し
み
な
く
使
っ
て
執
筆
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
す
。

長
洲
町
史
は
専
門
家
が
執
筆
し
た
も
の
で
な
く
、
郷
土
に
生
れ
、
郷
土
に
育
ち
、
郷
土
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
書

き
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
郷
土
人
の
愛
町
心
か
ら
生
ま
れ
た
書
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
他
の
町
史
と
違
っ
た
意
義
が
あ
り

ま
す
。

◆
　
　
　

◆
　
　
　

◆

本
誌
の
編
集
に
あ
た
り
、
次
の
点
に
留
意
し
ま
し
た
。

一
、
読
む
人
が
面
白
く
読
め
る
よ
う
に
、
通
史
を
主
と
し
、
資
料
を
從
と
し
て
編
集
す
る
。

一
、
中
学
生
に
も
読
め
る
よ
う
に
平
易
な
文
章
で
書
く
。



一
、
町
内
に
埋
れ
た
史
料
を
掘
り
起
し
、
後
世
に
伝
え

る
。

執
筆
に
当
っ
て

ば
、
い
ろ
い
ろ
の
史
料
調
査
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
十
分
で
は
な
く
、
書
き
得
な
か
っ
た
分
野
も
多
く
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
不
十
分
な
こ
と
に
つ
い
て
は
お
詫
び
し
、
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

資
料
調
査
に
当
っ
て
は
、
馬
場
文
書
・
関
文
書
・
古
庄
文
書
・
松
尾
文
書
・
斉
藤
文
書
等
の
所
有
者
、
更
に
は
、
県
立
図
書

館
・
熊
本
大
学
・
町
内
の
各
神
社
・
寺
院
を
は
じ
め
、
多
数
の
方
々
の
御
協
力
に
対
し
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

執
筆
が
軌
道
に
乗
っ
て
か
ら
は
、
毎
月
二
回
ず
つ
執
筆
者
会
を
開
い
て
、
原
稿
の
検
討
会
を
全
部
の
執
筆
者
で
行
い
、
足
ら

な
い
と
こ

ろ
を
お
互
に
補
足
し
あ
っ
て
編
集
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

事
務
局
の
社
会
教
育
課
も
積
極
的
に
、
写
真
撮
影
や
資
料
蒐
集
に
盡
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

題
字
は
古
庄
教
育
委
員
長
に
お
願
い
し
て
書
い
て
戴
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
町
村
合
併
三
〇
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
、
本
史
を
発
刊
で
き
る
こ
と
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
二
年
三
月

執
筆
者
代
表

林

田

幸

昌



目
　
　
　
次



第
二
節



第
二
節



第
四
章



第
五
章



第
六
章



第
八
章



む
す
び





序
　
　

章

長
洲
町
の
概
観

１

、
位
置
　
　

熊
本
県
の
西
北
部
に
位
置
し
、
西
南
部

は
有
明
海
を
へ
だ
て
て
、
遠
く
に
長
崎
県
の
秀
峰
雲
仙
岳

を
望
み
、
北
部
は
小
岱
山
を
含
む
果
樹
と
石
炭
の
荒
尾
市

を
経
て
、
福
岡
県
南
部
の
大
牟
田
市
へ
続
き
、
東
は
農
業

と
漁
業
の
岱
明
町
を
経
て
歴
史
と
温
泉
の
町
玉
名
市
へ
と

続
い
て
い
る
。

庁
舎
の
位
置
は
、

北
緯
三
二
度
五
五
分
三
五
秒
、
東
径
一
三
〇
度
二
七
分

二
〇
秒
で
あ
る
。

面
積
と
人
口
　
　
面
積
は
、
一
九
、
二
七
K
m
2
人
口
は
、

昭
和
六
二
年
五
月
一
日
現
在
で
、
男
子
八
、
九
三
八
人
、



移推の口人

女
子
九
、
三
八
九
人
、
合
計
、
一
八
、
三
二
七
人
で
、
世
帯
数
は
五
、
二
六

五
戸
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
の
推
移
を
見
て
み

る
と
、
昭
和
三
二
年
に
く
ら
べ
、
世
帯
数
で
約
二

千

戸
が
増
加
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
増
は
千
人
に
す
ぎ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

こ

れ
は
、
戸
籍
法
の
改
正
に
よ
っ
て
の
核
家
族
化
と
、
世
帯
内
に
お
け
る

家
族
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

２

、
地
勢
・
地
質
　
　

標
高
五
〇
一
ｍ

の
小
岱
山
麓
か
ら
南
及
び
西
へ
か

け
て
の
び
る
段
丘
と
、
行
末
川
・
菜
切
川
・
浦
川
の
両
岸
へ
広
が
る
平
地
、

そ
れ
に
、
加
藤
・
細
川
の
時
代
に
干
拓
埋
立
て
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
土
地

と
、
戦
後
に
国
・
県
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
工
業
地
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

山
　
　

本
町
内
に
は
前
述
の
よ
う
に
山
と
い
う
も
の
は
な
く
、
六
栄
・
腹
赤
・
清
里
の
三
地
区
に
最
高
約
三
〇
ｍ

の
段
丘
地

帯
が
北
か
ら
南
へ
延
び
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

小
岱
山
は
、
標
高
五
〇
一
ｍ
の
筒
が
嶽
、
四
七
三
ｍ

の
観
音
嶽
、
二
九
一
ｍ
の
前
嶽
を
総
称
し
た
も
の
で
、
七
面
山
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。

河
川
・
湖
沼
　
　

河
川
は
そ
の
源
を
荒
尾
市
及

び
岱
明
町
の
小
岱
山
麓
に
発
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
長
さ
及
び
流
域
面
積

は
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。



湖
沼
は
ほ
と
ん
ど
造
成
さ
れ
た
灌
概
用
の
も
の
で
全
域
に
散
在
し
て
い
る
。

平
地
　
　

平
地
は
本
町
の
約
八
〇
％
を
占
め
て
い
る
と
み
て
よ

い
が
、
そ
の
利
用
状
況
は
、
水
田
と
し
て
約
四
〇
％
、
宅
地

二
七
％

、
そ
の
他
工
業
用
地
等
と
し
て
一
三
％
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

海
　
　
西
南
部
に
面
す
る
有
明
海
は
、
長
崎
・
佐
賀
・
福
岡
・
熊
本
の
四
県
に
ま
た
が
る
一
、
六
九
六
㎞
2
の
内
海
で
、
一
般

に
は
「
有
明
海
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
海
図
の
上
で
は
、
「
島
原
海
湾
」
と
よ
ば
れ
、
奥
部
を
「
有
明
海
」
と
さ
れ
て
い
る
。

水
深
五
〇
ｍ

前
後
の
深
さ
は
、
天
草
郡
五
和
町
の
早
崎
瀬
戸
か
ら
島
原
半
島
ぞ
い
に
あ
り
、
奥
部
か
ら
筑
紫
平
野
・
荒
尾
・

長
洲
に
か
け
て
は
五
ｍ

か
ら
一
〇
ｍ
で
あ
り
遠
浅
と
な
っ
て
い
る
。

干
満
の
差
が
大
き
く
、
長
崎
海
洋
気
象
台
の
調
べ
に
よ
る
と
、
三
池
で
の
平
均
潮
位
差
は
大
潮
時
で
五
二
二
㎝
と
な
っ
て
お

り
、
遠
浅
の
た
め
干
潮
時
に
は
海
岸
堤
防
か
ら
一
・
五
㎞
の
干
潟

が
で
き
あ
が
る
。

地
質
　
　

今
か
ら
約
四
億
年
前
、
古
生
代
の
な
か
ご
ろ
に
は
、
玉
名
地
方
も
海
の
底
に
あ
り
、
そ
れ
か
ら
約
二
億
年
た
っ
た

嘉
　
永
　
川

菜
　
切
　
川

宮
　
崎
　
川

行
　
末
　
川

浦
川



古第 三紀ご ろの有明 湾入

頃
に
は
、
た
い
積
し
た
地
層
の
厚
さ
が
一
万
ｍ
以
上
に
も
な
っ
た
と

い

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
厚
く
た
い
積
し
て
い
た
地
層
の
深
い
と
こ
ろ
で
は
、
大

き
な
圧
力
と
熱
の
た
め
に
変
質
し
て
「
変
成
岩
」
と
な
り
、
さ
ら
に
深

い
と
こ
ろ
で
は
、
カ
コ
ウ
岩
質
の
マ
グ
マ
が
こ
れ
ら
の
地
層
の
間
に
入

り
こ
み
、
ゆ
っ
く
り
冷
え
て
固
ま
っ
た
の
は
、
約
八
千
年
前
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。

約
一
億
年
ぐ
ら
い
前
、
白
亜
紀
の
な
か

ご
ろ
に
玉
名
地
方
は
隆
起
し

て
陸
地
と
な
っ
た
。

カ
コ
ウ
岩
の
上
を
お
お
っ
て
い
た
泥
や
粘
土
、
砂
、
さ
ら
に
変
成
岩
は
、
雨
や
風
の
た
め
に
浸
食
さ
れ
遂
に
小
岱
山
の
カ
コ

ウ
岩
が
地
表
に
現
れ
た
。

小
岱
山
の
登
山
路
わ
き
に
よ
く
見
ら
れ
る
つ
ぶ
の
大
き
な
「
巨
晶
カ
コ
ウ
岩
」
は
こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

約
五
千
万
年
前
、
古
第
三
紀
の
な
か
ご
ろ
に
な
る
と
、
日
本
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
陸
地
と
な
り
、
大
森
林
が
茂
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
頃
、
「
古
有
明
湾
入
」
と
よ
ば
れ
る
図
の
よ
う
な
深
い
入
江

が
、
天
草
か
ら
荒
尾
・
大
牟
田
・
北
九
州
へ
と
続

い
て
お
り
、
当
時
陸
上
に
茂
っ
て
い
た
森
林
の
植
物
が
た
い
積
し
て
石
炭
の
層
が
で
き
て
い
る
。

そ
の
後
、
地
か
く
の
変
動
で
、
断
層
や
隆
起
、
沈
降
が
お
こ
り
約
三
百
万
年
前
ご
ろ
か
ら
は
激
し
い
火
山
活
動
に
よ
っ
て
、

金
峰
山
・
ニ
ノ
岳
・
三
ノ
岳

が
噴
火
し
、
伊
倉
の
台
地
や
横
島
の
外
平
山
も
そ
の
噴
出
物
で
あ
る
「
ギ
ョ
ウ
カ
イ
角
レ
キ
岩
」



か
ら
で
き
て
い
る
。

約
一
〇
万
年
前
、
長
洲
・
岱
明
・
荒
尾
一
帯
は
入
江
と
な
り
、
「
長
洲
層
」
と
よ
ば
れ
る
地
層
が
た
い
積
し
た
。
し
か
し
、

地
球

が
寒
く
な
り
、
氷
河
期
に
入

る
と
蒸
発
し
た
海
水

が
氷
河
と
な
っ
て
海
へ
も
ど
ら
ず
海
面
が
さ
が
り
、
約
一
万

九
千
年
前

に
は
現
在
の
海
面
よ
り
も
一
三
〇
ｍ
ぐ
ら
い
も
低
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
海
退
の
現
象
の
た
め
に
、
河
川
の
浸
食
・
運
搬
作
用
が
大
き
く
な
り
、
粒
の
大
き
な
た
い
積
物
を
低
地
ま
で
運
び
「
長

洲
層
」
の
上
に
「
赤
田
層
」
と
よ
ば
れ
る
レ
キ
層
が
厚
く
た
い
積
し
た
。

約
四
万
年
前
に
は
阿
蘇
山
の
大
噴
火
が
お
こ
り
、
多
量
の
火
山
灰

や
火
山
岩
塊
を
四
方
へ
噴
出
さ
せ
、
玉
名

や
荒
尾
・
大
牟

田
の
低
地
も
埋
め
つ
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
氷
河
期
も
終
わ
り
、
海
面
も
上
昇
し
て
「
海
進
」
の
現
象
が
お
こ
り
現
在
の
海
面
よ
り
も
少
し
低

い
程
度
に
な
っ

た
頃
の
、
約
一
万
年
前
に
岱
明
台
地
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

長
洲
層
と
赤
田
層
　
　

「
長
洲
層
」
と
「
赤
田
層
」

が
露
出
し
て
最
も
よ
く
観
察
さ
れ
る
の
は
、
二
ノ
宮
八
幡
宮
か
ら
野
原

交
差
点
へ
通
じ
る
道
路
の
途
中
に
あ
る
「
鉄
工
団
地
前
」
バ
ス
停
か
ら
西
側
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
の
崖
に
見
ら
れ
る
。

次
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
に
、
下
か
ら
青
灰
色
の
ね
ん
土
層
、
砂
と
ね
ん
土
の
層
、
黄
色
の
ね
ん
土
層
ま
で
が
「
長
洲
層
」
で

あ
り
、
そ
の
上
に
大
き
な
レ
キ
を
ふ
く
む
赤
田
層
が
厚
く
重
な
っ
て

い
る
。

（
地
質
の
項
に
つ
い
て
は
、
山
中
正
義
者
「
玉
名
の
地
質
」
に
よ

る
）

３

、
気
候
　
　

冬
季
の
北
風
を
小
岱
山
に
よ
っ
て
さ
え
ぎ
ら
れ
、
対
馬
暖
流
が
有
明
海
に
流
れ
こ
ん
で
い
る
た
め
に
、
年
の

平
均
気
温
は
一
六
度
と
い
う
温
暖
な
気
候
で
、
冬
季
の
降
霜
も
少
な
い
。
県
内
に
お
い
て
も
天
草
地
方
に
次
ぐ
暖
か
さ
で
あ
り
、



阿
蘇
地
方
に
比

べ
る
と
平
均
し
て
約
六

度
の
相
違
が
あ
る
。

降
水
量
は
、
県
の
年
間
降
水
量
を
調

べ
て
み
る
と
、
平
地
部
で
お
よ
そ
一
、

八
〇
〇
㎜
に
対
し
て
本
町
で
は
一
、
四

六
八
㎜
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ
県
内
で

阿
蘇
山
の
三
、
〇
〇
〇
㎜
以
上
に
比
べ

る
と
半
分
以
下
と
い
う
降
水
量
と
な
っ

て
い
る
。

風
向
は
、
九
月
か
ら
四
月
ま
で
は
北

か
ら
の
風
が
多
く
、
五
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
は
南
よ
り
の
風
と
な
っ
て
お
り
、

平
均
す
れ
ば
、
北
よ
り
の
風
で
風
速
は

三
ｍ

と
な
っ
て
い
る
。

気温（月平均気温　昭和53年～昭和57年）

降雨量（毎月降雨量　昭和53年～昭和57年）

長洲町勢要覧による

赤　田　層

長　洲　層



地 質 図
「玉名の地質」による




	長洲町民憲章
	発刊のことば
	まえがき
	目次
	序章　長洲町の概観
	１ 、位置・面積と人口
	２ 、地勢・地質
	３ 、気候




